　平成１７年1月１９日判決言渡　同日原本交付　裁判所書記官　青木陽子
　平成11年(ﾈ)第２０６号損害賠償請求控訴事件（原審・広島地方裁判所平成7

　年（ワ）第２１５８号（甲事件），平成8年（ワ）第１１６２号（乙事件），平成１０年（ワ）第６４９号（丙事件））

　口頭弁論終結の日　平成16年9月13日

　　　　　　　　　　　　　判　　　　　　　　決

　　　　　　控　　　　訴　　　　人　　別紙控訴人目録記載のとおり

　　　　　　訴訟代理人弁護士　　　在　　　間　　　秀　　　和
　同　　　　　　　　　　　　足　　　立　　　修　　　一
　同　　　　　　　　　　　　幸　　　長　　　裕　　　美

　同　　　　　　　　　　　　奥　　　村　　　秀　　　二

　同　　　　　　　　　　　　林　　　　　　　範　　　夫　　　　　　　　　　　　

東京都千代田区霞が関1丁目1番1号

　　　　　　被　　控　　訴　　人　　　国
　　　　　　代表者法務大臣　　　　南　　　野　　　知　惠　子
　　　指　定　代　理　人　　　　一　　　谷　　　好　　　文

　　　同　　　　　　　　　　　　中　　　野　　　彰　　　博

　　　同　　　　　　　　　　　　伊　　　東　　　司　　　郎

　　　同　　　　　　　　　　　　丸　　　岡　　　達　　　夫

　同　　　　　　　　　　　　高　　　野　　　　　　　剛

　同　　　　　　　　　　　　野　見　山　　　朋　　　秀

　同　　　　　　　　　　　　大　　　重　　　修　　　一
　同　　　　　　　　　　　　阿　　　萬　　　哲　　　也

　　　同　　　　　　　　　　　　梅　　　村　　　　　　　上

　　　同　　　　　　　　　　　　山　　　崎　　　秀　　　義

　　　同　　　　　　　　　　　　田　　　中　　　規　　　倫

　　　同　　　　　　　　　　　　石　　　本　　　　　　　仁

　　　同　　　　　　　　　　　　田　　　中　　　　　　　豊

東京都港区港南２丁目１６番５号

　　　　　　被　　控　　訴　　人　　　三菱重工業株式会社
代表者代表取締役　　　西　　　岡　　　　　　　喬

訴訟代理人弁護士　　　中　　　村　　　信　　　介

同　　　　　　　　　　　　末　　　国　　　陽　　　夫

東京都港区港南２丁目１６番５号

被　　控　　訴　　人　　　菱　重　株　式　会　社
代表者代表取締役　　　深　　　井　　　直　　　人

訴訟代理人弁護士　　　仁　　　科　　　　　　　康

同　　　　　　　　　　　　藤　　　井　　　正　　　夫

　　　　　　　　　　　主　　　　　　文

1　原判決中，別紙控訴人目録記載の甲事件控訴人ら及び乙事件控訴

　人らと被控訴人国とに関する部分を次のとおり変更する。

（一）被控訴人国は，別紙控訴人目録記載の甲事件控訴人ら各自に対

　　し，それぞれ120万円及びこれに対する平成８年１月１７日か

　　ら各支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

（二）被控訴人国は，別紙控訴人目録記載の乙事件控訴人ら各自に対

　　し，それぞれ１２０万円及びこれに対する平成８年１０月１日か

　　ら各支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

（三）別紙控訴人目録記載の甲事件控訴人ら及び乙事件控訴人らの被

　　控訴人国に対するその余の各請求をいずれも棄却する。

２　別紙控訴人目録記載の甲事件控訴人ら及び乙事件控訴人らの被控

　訴人三菱重工業株式会社に対する本件各控訴をいずれも棄却する。

３　別紙控訴人目録記載の丙事件控訴人らの被控訴人菱重株式会社に

　　　　　対する本件各控訴をいずれも棄却する。

　４　訴訟費用は，別紙控訴人目録記載の甲事件控訴人ら及び乙事件控

　　訴人らと被控訴人国との間では，第１，２審を通じて，甲事件控訴

　　人ら及び乙事件控訴人らに生じた分の１０分の１を被控訴人国の負

　　担とし，その余は各自の負担とし，甲事件控訴人ら及び乙事件控訴

　　人らと被控訴人三菱重工業株式会社との間並びに同目録記載の丙事

　　件控訴人らと被控訴人菱重株式会社との間では，控訴費用はすべて

　　各控訴人らの負担とする。

　　　　　　　　　　　　　事　実　及　び　理　由

第1　当事者の求めた裁判

　1　別紙控訴人目録記載の甲事件，乙事件及び丙事件各控訴人ら（控訴人

　　ら）

　（一）原判決を取り消す。

　（二）甲事件

　　（１）被控訴人三菱重工業株式会社（被控訴人三菱）及び被控訴人国は，

　　　　連帯して，別紙控訴人目録記載の甲事件控訴人ら（甲事件控訴人ら）

　　　　に対し，各金１１００万円及びこれに対する平成８年１月１７日から

　　　　各支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

　　（２）被控訴人三菱は，甲事件控訴人らに対し，原判決添付の別紙二の賃

　　　　金請求金額一覧表の「価値調整額」欄記載のとおりの各金員及びこれ

　　　　に対する平成８年１月１７日から各支払済みまで年５分の割合による

　　　　金員を支払え。

　（三）乙事件

　　（１）被控訴人三菱及び被控訴人国は，連帯して，別紙控訴人目録記載の

　　　　乙事件控訴人ら（乙事件控訴人ら）に対し，各金１１００万円及びこ

　　　　れに対する平成８年１０月１日から各支払済みまで年５分の割合によ

　　　　る金員を支払え。

　　（２）被控訴人三菱は，乙事件控訴人らに対し，原判決添付の別紙二の賃

　　　　金請求金額一覧表の「価値調整額」欄記載のとおりの各金員及びこれ

　　　　に対する平成８年１０月１日から各支払済みまで年５分の割合による

　　　　金員を支払え。

　（四）丙事件

　　（１）被控訴人菱重株式会社（被控訴人菱重）は，別紙控訴人目録記載の

　　　　丙事件控訴人ら（丙事件控訴人ら）に対し，被控訴人三菱及び被控訴

　　　　人国と連帯して，各金１１００万円及びこれに対する丙事件控訴人朴

　　　　昌煥，同梁基成，同李根睦，同李炳穆については平成８年１月１７日

　　　　から，同金春植，同方勲栽については平成８年１０月１日から各支払

　　　　済みまで年５分の割合による金員を支払え。

　　（２）被控訴人菱重は，丙事件控訴人らに対し，原判決添付の別紙二の賃

　　　　金請求金額一覧表の「価値調整額」欄記載のとおりの各金員及びこれ

　　　　に対する丙事件控訴人朴昌煥，同梁基成，同李根睦，同李炳穆につい

　　　　ては平成８年１月１７日から，同金春植，同方勲栽については平成８
　　　　年１０月１日から各支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。

　（五）訴訟費用は，第１，２審を通じて被控訴人らの負担とする。

　（六）仮執行宣言

　２　被控訴人国

控訴棄却

　３　被控訴人三菱及び同菱重

　　　控訴棄却

第２　事案の概要

１　本件は，大韓民国（韓国）の国籍を有する甲事件，乙事件及び丙事件の

　　各控訴人ら合計４０名（控訴人ら）が，その他の原審原告６名と共に，第
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